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観光交流センターブラインド設置業務について 

 

１ 経 緯 

観光交流センター２階の吹き抜け部分にある窓からの日差しにより、１階の寄木

コースター作りなどを行う体験コーナーや観光案内カウンターが時間帯により大

変まぶしい状態になることに加え、木製品等の販売品が直射日光により日焼けする

などの支障が出ていた。 

この度、観光情報発信事業に役立ててもらいたいという趣旨の企業版ふるさと応

援寄附金による寄附があったことを受け、これを施設の機能向上のために活用すべ

く、吹き抜け部分の窓にブラインドを設置する。 

 

２ 事業概要 

 (１) 電動ブラインド設置 

設置場所：小田原市観光交流センター２階窓 ２箇所 

設置タイプ：サイレント電動式（スクリーン巻上げ） 

設置台数：６台（窓２面につき、１台を設置） 

・お堀端通り側（西側） （Ａ） W2,330㎜×H1,860㎜（２台） 

W2,440㎜×H1,380㎜（１台） 

・三の丸ホール側（南側）（Ｂ） W2,350㎜×H2,490㎜（１台） 

W2,380㎜×H2,490㎜（１台） 

W2,390㎜×H2,490㎜（１台） 

 

 (２) 設置箇所 
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設置箇所（Ａ） 

  

   設置箇所（Ｂ） 

 

（３）設置完了 令和５年（2023年）３月末 

 

 

３ 財 源 

企業版ふるさと応援寄附金    500千円 

（リッキービジネスソリューション株式会社） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三の丸ホール側 

お堀端通り側 
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畜産飼料等価格高騰対策事業費補助金について 

 

１ 目 的 

飼料等の価格高騰が続いており、負担額の大きい畜産農家は経営に多大な

影響を受けている。そこで、県において実施している「畜産業物価高騰対応

費補助事業」に併せて、本市からも補助を行い、畜産農家を支援する。 

 

２ 事業概要 

  畜産農家団体を通じて飼料等の経費の一部を補助する。 

(1)交付対象者 

  小田原市畜産会 

(2)補助金額 

県の上記補助事業における対象事業費の３分の１（※対象者３名分） 

 

３ 負担内訳 

                            単位：円  

 

 

 

 

 

４ 財 源 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

 

対象事業費 

負担区分 

県補助金 

（1/2） 

市補助金 

（1/3） 

生産者 

（1/6） 

11,412,000 5,706,000 3,804,000 1,902,000 
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施設園芸燃油価格高騰対策事業費補助金について 

 

１ 目 的 

燃油価格の高騰が続いており、国と県では「施設園芸セーフティネット構

築事業」による支援を強化している。本市からも補助を行い、施設園芸農家

を支援する。 

 

２ 事業概要 

  施設園芸農家団体が負担する積立金の一部を補助する。 

(1)交付対象者 

  施設園芸セーフティネット構築事業に加入している３団体（いちご燃油部

会、西湘地区施設園芸部会、柑橘ハウス燃油対策協議会） 

(2)補助金額 

総積立金額の 12 分の１（※各団体の市内在住者（計 10 名分）） 

 

３ 負担内訳 

                             単位：円 

総積立金額 

負担区分 

国補助金 
（1/2） 

県補助金 
（1/4） 

市補助金 
（1/12） 

団体 
（1/6） 

10,450,055 5,224,500 2,612,250 870,835 1,742,470 

 ※国は 100 円未満切り捨て、県は国補助金の 1/2、市は小数点以下切り捨て 

 

４ 財 源 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 
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下中たまねぎ病害拡大防止事業費補助金について 

 

１ 概 要 

下中地区では近年、局地的にタマネギ小菌核病による被害が発生している。 

そこで、緊急的に防除対策を行ったが、新たに病害の発生しているタマネ

ギの園地が確認されている。 

そのため、生産者が追加して行う防除対策を支援することで、「下中たま

ねぎ」の更なる生産振興を図る。 

 

２ 事業概要 

被害発生園地にて、農薬散布及びビニールフィルムの被覆により殺菌する

ため、かながわ西湘農業協同組合を通じて、資材（農薬及びビニールフィル

ム等）購入費を補助する。 

 

３ 予算額 

  3,705 千円 負担金補助及び交付金 

 

４ 財 源 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

 

５ スケジュール 

令和５年３月～ 補助金の交付、資材の購入 

６月  農薬散布及びビニールフィルムの被覆 
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農道整備事業（田代山農道）について 

 

１ 目 的 

農業生産性の向上や地域防災機能の向上を図るため、県道 740号（小田原湯河原）

と広域農道小田原湯河原線を結ぶ田代山農道の拡幅整備を実施する。 

 

２ 工事概要 

  延長 65ｍ  幅員 6.5ｍ 

 

３ 財 源 

  農村地域防災減災事業費補助金（県７／10（国５／10）） 

 

４ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

全体計画 

 

 

L=65ｍ 

リゾート＆スパ 

令和５年３月補正 

 
令和５年３月補正

令和４年度施工

片側整備済

令和５年度以降

凡　例

L=690ｍ 

ヒルトン小田原 繰越明許費 
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農地保全事業（曽我別所地区）について 

 

１ 目 的 

県が実施する老朽化した水兼農道の再整備事業に対し負担金を支出し、農地の保

全、農業経営の安定を図る。 

２ 事業概要 

  農道整備 延長 ５ｍ  幅員 3.0ｍ 

３ 事業主体 

  神奈川県（県西地域県政総合センター） 

４ 市の負担率 

  25％（500千円） 

５ 位置図 

 

 

六本松跡 
沼代 

田島 

令和５年３月補正 

水兼農道整備 

L=5ｍ 

令和５年度以降

凡　　　　例

令和４年度まで

令和５年３月補正

繰越明許費 

県道 72 号（松田国府津） 
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湛水防除事業（鬼柳地区）について 

 

１ 目 的 

県が実施する鬼柳堰の改良事業に対し負担金を支出し、湛水被害の防止、農業経

営の安定を図る。 

２ 事業概要 

  水路改修  延長 100ｍ 

３ 事業主体 

  神奈川県（県西地域県政総合センター） 

４ 市の負担率 

  18.52％（15,742千円） 

５ 位置図 

 繰越明許費補正 

令和５年３月補正  
L=100ｍ 

 

上府中公園 
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小田原特定漁港漁場整備事業  施工箇所図 

本 港 

防波堤(２)(外郭)整備工事 

(当初)No.12ケーソン(本体)     製作・据付・基礎工 N=１式 

(補正)No.12ケーソン(被覆ブロック) 製作        N=１式 

款 項 事業名 
翌年度 

繰越額 

農林水産業費 水産業費 小田原特定漁港漁場整備事業 20,150 千円 

 

新 港 

名 称 
事業費 

（千円） 

負担率 

（％） 

負担額 

（千円） 

令和 4年度 

支払予定額 

繰越額 

（千円） 

［当初］防波堤（２）整備工事 537,000 5 26,850 12,700 14,150 

［補正］防波堤（２）整備工事 120,000 5 6,000 0 6,000 

合 計 657,000 ― 32,850 12,700 20,150 

 

漁港の駅 
TOTOCO 小田原 

繰越明許費 
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小田原市景観条例の一部を改正する条例について 

 

１ 景観法に基づく届出について 

  市域全域において、高さ 12ｍ以上又は延べ面積 1,000 ㎡以上の建築物の

新築や高さ 12ｍ以上の工作物の新設などの行為は、景観法及び小田原市景

観条例に基づく届出が必要となる。 

  また、景観計画重点区域では、すべての建築物や工作物の新築、修繕等に

届出が必要となるものの、軽微な行為については条例に定めることにより届

出を不要とすることができる。 

 

２ かまぼこ通り周辺地区（景観計画重点区域）において条例により届出を要

しない行為 

ア 建築物の外観の 10 ㎡未満の修繕（玄関ドア交換、窓サッシ改修、外壁の部分改修など）  

イ 工作物の外観の 10 ㎡未満の修繕（門、塀、フェンス等の部分改修、修繕など） 

ウ 通常の管理行為、軽易な行為 

エ 小田原市都市計画審議会の意見を聴いた上で、認定する行為 

 

３ 景観計画重点区域に位置付ける範囲 
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地籍調査事業（入生田地内ほか）について 

 

１ 目 的 

公共事業の推進や公共用地管理の適正化を図るため、国土調査法に基づく

地籍調査事業（街区境界調査）を実施している。 

令和４年（2022 年）11 月に国の第２号補正予算が成立したことを受け、

令和５年度（2023 年度）要望事業を前倒して実施する。 

 

２ 事業概要 

(1) 第 21 計画区（２/２年目） 

対象地区：入生田・風祭・板橋・南板橋二丁目の各一部 

   面  積：0.47 ㎢ 

   業務内容：成果簿作成 

(2) 第 31 計画区・第 32 計画区（１/２年目） 

   対象地区：板橋・南板橋二丁目・城山四丁目・十字二丁目、十字四丁目 

の各一部 

   面  積：0.30 ㎢（第 31 計画区：0.11 ㎢・第 32 計画区：0.19 ㎢） 

業務内容：境界確認、基準点測量、境界測量、街区面積測定 

 

３ 財 源 

  地籍調査事業費補助金（県３/４（国２/４）） 

 

４ 位置図 


